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要 旨
本研究で は, 欧米 にお ける内視鏡看護研究の 歩みと現状を明らか にする こと を目的に文献的考
察を行 っ た. M E D LINE(1951 - 2003年) とCINA H L(1982- 2003年) の Ovidの Web版 (2004年
5月7日現在) を使用し, Key w ord を
‖Nu r sing a ndEndo s c op y
‖ とする全種類の 文献 の うち,
看護系雑誌に掲載されて い た109篇を対象に 分析を行 っ た. そ の 結果, 1966- 1980年代ま で は解
説が中心で あ っ た が , 1990年代に入ると研究報告や症例報告もみ られ る よ うに なり, 文献数 は増
加傾向を示して い た. しか し約50年間にお い て , 解説に準ずる もの が全体の86% を占め , 研究報
告8.3%, 症例報告4.6%で あり , 未だ に内視鏡看護に関する研究が乏しい現状が明らかとな っ た .
文献 は活用目的に よ り, 『患者 の 安全 ･ 安楽 へ の 援助 (48.7%) 』『医学知識の 習得 (22.9%) 』
『看護業務の 質の 向上や円滑化 (28.4%) 』の 3カ テ ゴリ ー に大別され た. 1960年代後半 は医学知
識 の 習得 の た めの 報告が主で あ っ たが, 1980年代中頃か ら患者の 安全 ･ 安楽 へ の援助に 関するも
の が急増 して い た . さ らに1990年代に な ると , 再び医学知識の 習得の ための 報告があり , 看護業
務 の質 の 向上や円滑化を図るた め の報告も次第に定着して みられるよ うに な っ て い た . これ らは
報告内容 に よ りさ らに12サ ブカ テ ゴリ ー に分類され た . とく に患者の 成長段階 ･ 理解力 ･ 疾患や
病期 ･ 心理面など患者の 特性に視点を置い た看護の 報告や, ス タ ッ フ の 教育や健康管理, 関連部
門や他職種と の 連携な どの 実践に繋が る報告が少なく , こ の 方面 へ の 研究 の蓄積が今後の 課題と
して 考え られ た.
キ ー ワ ー ド
内視鏡看護, 欧米, 文献分析
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はじめ に
臨床 の 各領域にお ける内視鏡診療で は, 内視鏡
技術の飛躍的な進歩に伴 い , 疾患の 診断の み なら
ず治療 の分野に も内視鏡が着々 と応用され る よう
に な っ て い る. そ の ため現代で は, よ り複雑で 高
度な患者管理 が必要となり, 専門性 の高 い看護が
求められるように な っ た.
内視鏡を使 っ て行われる検査や治療 の場に おい
て , 看護師は患者やそ の 家族の 目線に立 っ て不安
や苦痛を軽減し, 安全か っ 円滑な運営を図る こ と
が求め られて おり, 患者に提供さ れるす べ て の 看
護業務は ｢内視鏡看護｣ と定義され る 1). 既 に欧
米で は, 時代の 要請を受けて , 内視鏡看護に関す
る大規模な組織が発足し, 専門的な知識や技術を
も っ 看護師の 養成や ガイ ドライ ン の 作硬が行われ
て きた . 一 方わが国で は, 1981年に消化器内視鏡
技師制度が制定され , 1988年に認定技師の 情報交
換とネ ッ ト ワ ー ク の 構築を目的と した消化器内視
鏡技師会が設立され た . しか し, 内視鏡看護を独
自に検討する内視鏡看護委員会が設置され たの は
ごく最近 の ことで あり , 内視鏡看護 の あり方をめ
ぐ っ て本格的に動き始めた途上 にある . 実際の 臨
床現場で は, 内視鏡看護の 必要性に対する認識も,
未だに十分とは い えない の が現状で あ る .
そ こ で本研究で は, わが国に おける今後の 内視
鏡看護研究の 課題に つ い て示唆を得るため, 先駆
けとして , 欧米に おける内視鏡看護研究の 歩みと
現状を明らかにするこ とを目的とした.
研究方法
検索誌は, Ovidの文献検索デ ー タ ベ ー ス Medical
Lite r atu re On-Lin e (M E D LI N E) お よ び
Cu m ulativelnde xto Nu r sl ng a ndAlliedHe alth
Lite r atu re(CI N A H L) の W eb版を利用 した .
2004年5月7日現在の 参照 に よ り , M E D LI N E は
1951- 2003年 , CI N A H L は1982 - 2003年 に収録
されて い る全種類の 文献 の うち, 欧米の 看護系雑
誌 に 掲載 さ れ , Key w o rd が ｢Nu r sing a nd
Endo sc opy｣ で 抽出さ れ る 文献を検索 した . こ
こ で の抽出条件は, M E D LI N E は｢titleJ｢o rigin al
titleJ ｢abstra ctJ ｢na m e ofs ubsta n ceJ｢m esh
s ubjectheading｣, CIN A H L は｢titleJ ｢cin ahl
s ubjecthe adingsJ ｢abstr a ctJ ｢in stru m e ntatio n｣
にkey w ord を含む文献と した｡ こ の うち分析対
象と して , 両検索誌で 重複す る文献お よ び内視鏡
看護に 直接関係 の ない 内容 の 文献を除く109篇を
選定した.
分析方法は, 掲載された看護系雑誌の種類な ら
びに刊行国別に みた文献数 , 文献 の種類別に みた
割合と動向, 文献内容 の 内訳と推移, 研究報告 の
概要に つ い て 検討 を行 っ た . なお文献内容は ,
｢titleJ｢abstr a ctJ ｢m esh s ubject he ading｣ ま
たは ｢cin ahls ubje ct be adings｣ か ら判断し, 類
似 の 内容の も の に分類 して 命名 した後, そ れぞ れ
の 活用目的を視点に おい て統合し区分した.
結 果
1
. 看護系雑誌の 種類と刊行国別にみた文献数
内視鏡看護に関す る文献が掲載されて い た看護
系雑誌は全3 磯 であり, 多い順にFGastr oe nte r olog y
Nursing』 に49篇, 『AOR NJo u r n al』『Kra nke n
pflege』 に各5篇 , 『SGA Jo u r n al』 に4篇 の 報
告がみ られた .
雑誌 の刊行国は11ヶ 国にまた がり, 多 い 順に ア
メ リ カ雑誌 に75篇, 次い でイ ギリス 雑誌に 9篇,
ドイ ツ雑誌に 8篇の 報告がみ られ た (図1).
2
. 文献の種類別に みた割合と動向
文献の 種類 は, 解説に準ずるもの が多く, 全体
の86 % を占め て い た. こ の 他, 研究報告が8.3 %,
症例報告が 4.6 %で あ っ た (図2).
文献数の 動向をみ ると, 初め て の 報告は1966年
に遡 るが, そ の 後1972 - 1978年の 間はしばらく途
絶えて い た. 1979年以降は再び報告がみられ始め,
1990年代に入る と増加傾向を示し, 報告数は年に
3 - 10篇の 範囲で 定着して い た . 文献の 種類 は ,
1980年代ま で は解説や総説が主流で あ っ た が ,
1990年代に な ると研究報告や症例報告も年に 0 -
2篇 の範囲で み られ る よう にな っ て い た (図3).
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図1 . 雑誌の 刊行国別にみ た文献数
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図2 . 文献の種類別 にみた割合
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図3 . 文献の 種類別 に みた動向
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3. 文献内容の 内訳と推移
文献 の 内容を検討したと ころ, 表1に示 した よ
うに 12の サ ブカ テ ゴリ ー に 分類され た . そ の 大
部分 は, ｢内視鏡検査や治療に お ける看護全般｣
で あり, 全体 の 44.1% を占め て い た. 次い で ｢内
視鏡検査 ･ 治療 ･ 薬剤｣ の 医学情報が2 4.8 %,
｢内視鏡看護師と して の 専門性や役割｣ が11.0 %
で あ っ た
.
こ れ ら12サ ブカ テ ゴリ ー は, 活用目的を視点に
お い て統合す ると, 『患者の 安全 ･ 安楽 へ の 援助
(48.7 %)』『看護業務の 質の 向上や円滑化 (22.9%)』
『医学知識 の 習得 (28.4%)』の 3 カ テゴリ ー に区
分された . そ れぞれ に つ い て文献数 の年次推移を
み ると, 報告の 始ま っ た1960年代後半 は , 医学知
識 の 習得を目的と した もの が 中心 で あ っ た が ,
1980年代中頃か らは患者の 安全 ･ 安楽 へ の援助 に
関する もの が急激 に増加し､ 全体の 大半を占め る
よ うに な っ て い た. 1990年代 - 2003年に は , 医学
知識の習得を図るも の が再び報告されて い たはか,
看護業務の 質の 向上や円滑化に関する報告が次第
に定着して みられ るよ うに な っ て い た (図4).
4
. 研究報告の 概要
研究報告は 全9篇 あり (表1), 刊行国別 に ア
メ リ カ雑誌に 8篇, ス ペ イ ン 雑誌 に 1篇の 報告が
み られた . 以 下に , 活用目的に よ る分類 ごと に こ
れらの 概要を述べ る .
『患者の 安全 ･ 安楽 へ の 援助』 の ため の研究は
6篇 2~7) で あ っ た. これ ら の うち ｢看護全般｣ に
該当するもの と して , とく に鎮静 ･ 麻酔剤を使用
され る患者 へ の経皮酸素飽和度の モ ニ タ リ ン グ の
有効性や検査後の 安全な退室に関わる要因を検討
した報告があり, そ の 後1997年にガ イ ドライ ン 8･9)
が作成さ れて い た. こ の はか, 検査や治療を受 け
る前の 患者の 不安を緩和するため の音楽療法の 効
果を検討したもの や, 気管支鏡検査に お ける看護
介入を評価した報告などがみ られた. ま た ｢感染
予防｣ に関す る もの として , ア メ リカ全体に お け
る内視鏡器具の 消毒方法の 実態調査が報告されて
い た
.
さ らに ｢患者教育｣ に関す るもの として ,
患者 の学校教育 レ ベ ル ･ 単語認識力と教材の 理解
との 関連 に つ い て 報告されて い た .
『看護業務 の質 の 向上や円滑化』 の た め の 研究
は 2篇
10
･
11) で あ っ た . こ れら は , ｢内視鏡看護師
として の 専門性や役割｣ に つ い て , ア メ リ カ の 専
門看護師17人の 経験や実務か ら記述さ れ た も の
や, ｢ス タ ッ フ の 健康管理｣ と して , 内視鏡機器
の 消毒に用い られ る グル ク ル ア ル デ ヒ ド の 身体曝
露に関する調査の 報告で あ っ た .
『医学知識 の 習得』 の ため の 研究 は 1篇
12) で
あり, 下部消化器内視鏡検査の 前処置に用い られ
る腸管洗浄液に つ い て , そ の 洗浄効果を風味 の違
い に よ っ て 検討した もの で あ っ た .
考 察
1
. 欧米に おける内視鏡看護研究の 歩み と現状
約50年間に おい て 内視鏡看護 に関する報告は ,
ア メ リカ で 7割, ヨ ー ロ ッ パ で 3割で あり, 欧米
の なか で も地域差がみられた. ま た , 文献数や文
献の 種類の 推移に も, 時代 の流れ によ っ て 特徴的
な動きがみ られ た . こ れらは, 各々 の地域や時代
年次
図 4 . 活用内容別 に みた文献数の 推移
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表1 . 内視鏡看護に関す る文献内容の 内訳 篇 (%)
活用内容別カテゴリ ー 報告内容別サ ブカテゴリ ー
文献種類
研究報告 症例報告 解説に準ずるもの
患者の 安全 ･ 安楽 へ
の援助
内視鏡検査 ･ 治療にお ける看護全般
◎内視鏡検査や治療の種類に応 じた看護
◎業務内容 ･ 基準
◎鎮静剤や麻酔剤投与時の看護
◎患者の 年齢 ･ 疾患に応 じた看護
◎患者の心理面に対する看護
◎その 他
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にお ける内視鏡看護 へ の 関心の 程度や活動の 現状
を反映して おり, そ の背景 に は欧米に おけ る内視
鏡看護の 組織的活動 の影響が ある ことが示唆され
た . そ こ で , 欧米に お ける組織的活動の 歴史から
内視鏡看護研究の 歩み を振り返 っ て み た い .
ア メ リ カで は , 1974年 に消化器病ナ ー ス を主体
と した組織として , So ciety of Ga stro ente r olog y
N u rs es a nd As s o ciate s(S G N A) が発足 して い
る
.
S GN A に は, ア メ リ カ に お け る84地域 の グ
ル ー プが登録して おり, これまで に専門看護師の
教育や研究活動ならびに ガ イ ドライ ン の 作成が行
われて き た 13). 文献数の 動向をみ ると , 1970年代
に お い て報告が途絶え た期間が しば らく つ づ い た
が , S GN A が発足 した数年後か ら再燃して い る .
これは , 組織活動の 成果によるものと示唆され る.
た だ し, 1980年代ま で の 報告は 解説 に準ず る も
の を主流と して お り, こ の 時期は まだ内視鏡看護
を行ううえで 必要な知識を身に つ ける過程に あ っ
た ことが推察され る .
そ の 後1990年 に な る と , 国際組織と して T he
So ciety of lnte r n ation al Ga stro e nter ologlC al
Nu r se s a nd Endo sc opyAss o ciates(SI G N E A)
が 発足 した . SIGN E A は, 世界の 内視鏡 コ ･ メ
デ ィ カ ル に よ る情報交換, 内視鏡看護の 国際的基
準の 確立, 専門看護師の 教育ならびに研究支援を
目的と したも の で ある . 198年に 開催され た第7
回国際会議に は , 52 ヶ 国か ら420名 の 看護師が参
加して お り, 内視鏡看護 の 認識は世界に広がり つ
つ ある こ とがうかがえ る . さ らに , 1996年に は ヨ ー
ロ ッ パ 内 の 組織と して T he Eu r opea nSo ciety of
Ga stro enter olog ya nd Endo s cop yNu r se s a nd
As s o ciate s(ES GE N A) が発足 した . こ れ に は ,
ヨ ー ロ ッ パ の 24 ヶ 国 の 看護師6,000名以上が登録
して い る .
こ の よ う に して , 欧米 の 内視鏡看護事情は ,
1990年代に大きな変革期を迎えて おり , それ は こ
の 時期か らの 文献数の 急激な増加と して 表われ て
い る
. ま た , 篇数は少ない も の の 研究報告や症例
報告もみ られ始めて い る こ とから , 近年にお いて
欧米で はようやく内視鏡看護を評価する段階にき
た ことが示唆され る .
以上 の現状をふ まえ る と, 21世紀に お い て は ,
国際組織を中心と して さ らに世界的に 内視鏡看護
の ネ ッ ト ワ ー ク が広が り, 各国で 内視鏡看護が確
立され る ことが期待される. ま た現段階に おいて ,
内視鏡看護に 関する研究は乏しく, あらゆ る側面
に おい て課題 は 山積み と な っ て い る . そ の た め科
学的根拠に もとづ く, よ り高度で , よ り安全で ,
より患者に やさ しい 看護を提供して い く ため に は,
今後さ らに研究を蓄積 して い く こ とが求め られ る
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で あろう.
2. 今後の内視鏡看護研究の課題
これま で の 内視鏡看護 の 進展状況を, 活用内容
別に み た文献数 の推移と報告内容の 傾向か ら検討
し, 今後求め られ る研究課題に つ い て言及したい .
『医学知識の 習得』 の た め の 報告は , 1960年代
後半と1990年代以降に 多くみ られ , こ れらの 時期
は内視鏡装置の 転換期 に は ぼ 一 致して い た. 内視
鏡装置の 転換期とは , すなわち消化器内視鏡装置
に関して い えば, 古く胃カメ ラ の 時代か ら, 1960
年頃か らの フ ァ イ バ ー ス コ ー プ の 時代, 1980年中
頃か らの 電子 ス コ ー プ の 時代
14) に該当する . 内
視鏡装置は , こ の半世紀の 間に驚く ほ どの ス ピ ー
ドで 発展して おり, それ に伴い検査や治療方法も
着実に進歩を遂げて きた . 内視鏡検査や治療に携
わ る看護師に は , こ の よう な刻々と変化する 内視
鏡医療に対応で き る よう に , 常に新しい 医学知識
を身に つ ける ことが要求さ れて い る こ とがわか る.
現実に , 内視鏡部門の 看護師は内視鏡技師として
の 役割も担 っ て い る ことが多い ため , 内視鏡の 適
用部位や基礎疾患に 関する解剖生理学 ･ 病態生理
学 ･ 病理学 の知識を深め る こ と, 検査や治療の 目
的 ･ 方法 ･ 内容 ･ 偶発症を熟知して おく こ と, さ
らに は内視鏡に 用い られる機器 ･ 処置異類の 使用
目的や取り扱 い な どに も幅広く精通して おく こと
が必然とされる . 看護師は, 内視鏡検査や治療 の
過程におい て患者に最も身近に接する立場に あり,
薬剤や検査 ･ 治療方法が患者に及ぼす影響をい ち
早く察知する ことが可能で ある . そ こ で , 医学知
識を習得したうえで患者の ケ ア に携わる ことに よ っ
て , 質 の高 い 医療を提供する た め の さ らなる課題
や改善策を見出す 一 端を担うこ とが期待され る .
次に 『患者の 安全 ･ 安楽 へ の 援助』 の ため の 報
告 は, とく に1980年代中頃よ り急激に増加 して い
た . そ の 内容は , 検査や 治療に お ける身体 ･ 精神
面 にお ける看護全般, 感染予防, 患者教育 に関す
るも の で あ っ た . こ れらは, 看護師に 求め られ る
本来 の 役割に あた る た め , こ の 頃よ り内視鏡部門
に お い て ｢看護｣ の 必要性に対す る認識が高ま っ
て きた こ と が示唆さ れ る. し か し こ れまで の 報告
内容をみ ると , 検査や治療 の種類 の 違い に焦点を
あて た看護が多く , それ に比して 患者の も っ 特性
の違 い に着眼した看護は少ない 傾向がある . 現代
にお い て 内視鏡は , あらゆる年齢層, 様々 な病期
にある患者に適用されて おり, 看護も患者の 個別
性を配慮して 提供される こ とが求め られる. 今後
は, とくに患者の成長段階 ･ 理解力 ･ 疾患や病期 ･
心理 面などを考慮した内視鏡検査 ･ 治療に おける
看護方法も考案して いく必要が ある .
最後に 『看護業務の 質の 向上や円滑化』 に関す
るも の は , とく に1991年から増加して おり, 1998
年以降は毎年報告される よ うに な っ て い た. 患者
に良 い 看護を提供す る た め に は , 患者の み ならず
看護 の 体制づく りや ス タ ッ フ の 健康管理 に も留意
する こ とが重要で ある . こ の ような認識は文献数
の年次推移か らみる と, 近年に な っ て よ うやく定
着されて き たもの と示唆さ れる . しかし報告内容
は , 内視鏡看護師の 専門性や役割, 看護体制の 導
入な どの 理念的な内容の もの が多く , ス タ ッ フ の
教育や健康管理 , 他部門や他職種との 連携な ど実
践に繋が る内容の もの は現状で は少ない . 内視鏡
看護事情は国や施設に よ っ て異なる ため , 今後は
さま ざま な現場で の実際を報告し, 有効的な働き
か けに つ い て 具体的に提示して い く ことも重要で
あろう.
結 論
過去約50年間に わた る 内視鏡看護に 関する文献
109篇に よ り, 欧米に お け る内視鏡看護研究の 歩
みと現状に つ い て検討を行 っ た と ころ, 以下 の 知
見が得られ た.
1
. 内視鏡看護に関する文献 は , ア メ リ カ雑誌 に
7割, ヨ ー ロ ッ パ 系雑誌に 3割の 報告が あり ,
欧米 の な かで もア メ リ カ に お け る活動が よ り
活発 で あ っ た .
2. 内視鏡看護に 関す る報告 は1966年 よ り始ま る
が, 1980年代ま で は解説に 準ず るも の を主 流
と して おり , 欧米で は 内視鏡看護 に関す る知
識を身に つ ける過 程に あ っ た . 19 90年代か ら
研究報告や 症例報告が年 に 0 - 2篇 の 範囲で
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み られ始め , よ うやく 内視鏡看護を評価す る
動きが現れて い た. しか し約50年間に おいて ,
解説が全体の86.0%を占め, 研究報告は8.3%,
症例報告は 4.6%で あり, 研究報告は未だ に乏
しい の が現状で あ っ た .
3. 文献は活用内容に よ り , 『患者の 安全 ･ 安楽 へ
の 援助 (48.7%)』『看護業務 の 質 の 向上や円
滑化 (22.9 %)』『医学知識の 習得 (28.4%)』
の 3カ テ ゴリ ー に大別さ れた . 1960年代後半
は , 医学知識の習得の ため の報告が中心で あ っ
たが, 1980年代中頃か ら患者の 安全 ･ 安楽 へ
の 援助 に関する報告が急増 して おり, 内視鏡
部門に お ける ｢看護｣_ へ の 関心 の 高ま りがみ
られた . 1990年代 - 2003年に は , 看護業務 の
質の 向上や円滑化 の ため の 報告も次第に 定着
しっ っ あ っ た.
4. 今後の 研究課題と して , 報告内容 の 少なか っ
た次の 2点が考えられた .
1) 患者の 成長段階 ･ 理解力 ･ 疾患や病期 ･ JL､理
面な どの 患者 の 特性 に着眼した安全 ･ 安楽 へ
の 援助に関する研究.
2) ス タ ッ フ の 教育や健康管理 , 他部門や他職種
と の 連携な ど, 看護業務 の 質の 向上や円滑化
に繋が る研究.
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T he history and pre s ent statu s of
` `
re s e arche s on endo s c op y
n u r sing
''
in the W e st･
- Ar e vie w ofthelite r atu r e-
No riko M I W Al), Tats uko O H H A S H I
2)
, Na okoI W A KI
3)
, Te r u mi K A W AI
2)
,
Ka oru T A KIH A R A
2)
, Ta m aki Y O S HIZ A W A
2)
, No riko F U K UI
2)
,
Kyoko IS HIK A W A
4)
, Ju nko T E R A S H I M A
5)
, M ichiyo Y A M A M O T O
5)
,
Kayoko U M E D A
6)
, c hika o K A T A D A
7)
, Ta eko T A K A GI
8)
,
Yo shiko H O S O K A W A9), M ayu mi Y A M A D A
IO)
, sa n a eK U S U N O KI
l l)
,
R ieko W A K A B A Y A S HIl), To m o mi Y A SUD A
l)
, K iyo shi IZU MIN O
l)
,
Ku niko N A G A Y A M Al), a nd M ichio T A N A K A
l)
1)Scho ol ofn u rsing, Toya m aMedical a ndPha r m a ce utic al Univ er sity
2)M a ste rCo u r se ofN u rsing, Toya m aMedicala nd Phar ma ce utic alUniv e r sity
3)Toya m aMedic al a ndPhar ma c eutical Unive r sity Ho spital
4)Toya ma Red Cro ssHo spital
5)Toya m aCity H o spital
6)Taka oka City Ho spital
7)Nu rs e s
'
TrainingScho ol of Taka oka M edic al Ass o ciatio n
8)Ko seir e nNa m erika w aHo spital
9)Toya m aPr efe ctu r al Ce ntr alHo spital
10)SaiseikaiTaka oka Ho spital
ll)Sin s eikaiToya m aHo spital
Abstr a et
T he aim ofthe study w a sto sho w the histo ric aldevelopm e nt a nd pre se nt statu s of
r es e a rches of e ndo s c op yn u rsingin the W e st. W e se a rchedthe W eb v e r sio n[Ovid Te chn olo
gie s]of･M E D LI N Efr o m1951 to2003a nd Cu m ulative Inde xto Nu rsing a ndAllied He alth
(CIN AH L)fr o m1982to2003u singthefollo wingkey w o rds: n u r sing a nd e ndo s cop yat a cc e
ss ed2004
,
M ay7. Atotalof109a rticles ofn u r slng O n e ndo sc op yw e reide ntified. As a r es ult,
m o st a rticle s w e rc o m m e nta rie sfr o m1966to 1989. In the 1990s
,
r e s e a r ch r epo rts and c a s e
r epo rts appea red, a nd the total n u mber of a rticlesin cr e a s ed. Ofall a rticle s, 86%w e r e
c o m m e nta rie s, 9･1% w e r e r es e a r ch repo rts a nd4.5%w e r e c a se repo rtsdurlng pa st50ye a r s.
Thu sfa r, r e s e a r ch r epo rts o n endo s c op yn u rsing w e r e stilllimited. T he selite r atu re s w e r e
gr o uped into3catego riesba s edthepu rpo s es ofpr a ctic alu se a sfollo w s;
` `
safe a ndc o mfo rtable
aidsfo r apatients(48･7%)
"
,
``
1e a r ni g abo utga str o e nte r ologlCale ndo sc op ya nd br o nchology
(22･9 %)
''
,
a nd
"
Qu alityim prove m e nt a nd s m o othpr o m otio n of n u rsing se r vice(28.4%)
‖
. In
the s e co nd halfof the 1960s
,
1ite rature s related to
` `
1e a r n l ng abo ut ga str o e nte r ologlC al
II
e ndo s c opy a ndbr o n cholog y w e re m ain them e. In the middle of the 1980s, a rticle s r elated
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to
"
Safe a ndc o mfortable aidsfo r apatients
' '
in c r e a s edr apidly. In the1990s, a rticle s r elated
I I
to
"
1e a rn lng abo ut ga stro enterologlCale ndo s c op ya nd br o n cholog y appe a r ed aga ln, a nd
r epo rts relatedto
"
Qu alityimpr o v e m e nt a nd s m o othpr o m otio n ofn u rsing service
' '
w ere
e stablishedgr adu ally. T he c o nte nts of a rticle s w e regr o uped into 12s ubc atego rie s.
In futu r e
,
itis n e ededto re se a rch in thefield follo wingtw okinds ofc o nte nts;1)Nu rsin
g c a r e se r vicefo cu s ed o nthediffe re n ce ofcha r a cteristics ofpatie nts, s u ch a sgr o wthstage,
c o mprehe n sio n, c o nditio n ofdis e a se, a ndpsycholog y. 2)Pr a ctic alm ethodsfo r staffedu c atio n
a ndhe althm a n age m e nt, c o o rdin atlng With relateds e ctions, c o oper ating withv a rio u s special
staffs.
Key w o rds
e ndo sc opy n urslng, W e st, lite r atu re a n alysュs
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